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第１章 あいちの教育がめざす姿 

１ 基本理念 
 
２ 「あいちの人間像」への思い 
 
３ 「あいちの人間像」を実現する五つの基本的な取組の方向 
 
４ 基本的な取組を推進するに当たっての留意点 

イラスト・写真 



 

１ 基

 

  これ

します

  「基

が急激

識基盤

家庭教

する姿

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

「

の

 
 

 

【共

 自

 

【自

 互

 

【学

 生

 

【あ

 あ

出

 

【世

 次

基本理念 

れまで、アク

す。 

基本理念」の

激に進み、新

盤社会」１ と

教育・学校教

姿を、五つの

「自ら高める

の人間像」の

共に生きる】

自他の命を大

自分を生かす

互いに切磋琢

学び続ける】

生涯にわたっ

あいちを創る

あいちの伝統

出すことので

世界にはばた

次代を展望

クションプラ

のうち、めざ

新しい知識・

となってきて

教育にとどま

の観点からと

ること」と

の実現 

】 

大切にし、多

す】 

琢磨し、自

】 

って健やか

る】 

統と文化、

できる人間

たく】 

し、世界に

ランⅠ・Ⅱに

ざす「あいち

情報・技術

ていることな

まらず、生涯

とらえたもの

と「社会に役

めざす「あ

多様な人々

自らの力を社

かな体と心を

「ものづく

間 

に視野を広げ

基

4 

に掲げられて

ちの人間像」

術が社会のあ

などを踏まえ、

涯学習社会に

のです。 

役立つこと

あいちの人

々の存在を尊

社会に生か

をつちかい

くりの精神

げ活動する

基本理念

てきた「基本

については

あらゆる領域

、内容を見直

において、あ

と」を基本的

人間像」 

尊重して生

かすことので

い、学び続け

」を継承し

ることのでき

理念」を、本

、グローバル

での活動の基

直しました。

いちに生きる

的視点とし

きることの

できる人間

けることの

し、新たな

きる人間 

本計画でも継

ル化や技術革

基盤となる

この人間像は

る人間の理想

した「あいち

のできる人間

間 

のできる人間

な価値を生み

継承

革新

「知

は、

想と

ち

間

間

み


